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初期までおよそ 200 年余り続けられ、日野売薬の発展に大いに貢献した。 
 




Omi merchants refer to four merchants (Takashima, Hachiman, Hino, and Koto) arising 
from the Omi district around the current Shiga Prefecture and Lake Biwa in the Edo period. 
They established their own distribution network by linking local rich merchants with an 
abundant labor force and opening stores in peddling areas whereas head stores were located 
in Omi. In contrast to other Omi merchants who sold goods in large cities, Hino merchants 
went to small cities and adjacent rural areas in North Kanto and Tohoku, opened many stores, 
and sold goods on commission through these stores. Genzo Shono in Omi Hino Town 
produced concoction by combining five medicines in 1701. This drug was well-received for its 
effectiveness, replacing Hinowan, the leading product of Hino merchants with Hino patent 
medicine as goods sold on commission through existing sales network over time. A merchants' 
association named “Otoubannakama” which was established in 1680 supported it. Its 
activities had continued until the early Meiji era for about 200 years, contributing to the 




やすかったとする「交通要衝説・湖上移動習性説」（安岡他編, 1992, p.14; 有馬, 
2010, p.140）である。 
第 4 は、江戸時代に入ると治安が回復し, 陸路・海路といった交通条件も整備
され、近江地方において商業活動を開始するのにちょうど良い時機であったとす
る「来潮待機説」である（江頭, 1965b, pp.3-12）。 
第 5 は、幕府の封地細分政策により近江が領域の出入りが比較的自由なため旅
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持っていた（安岡他, 2002, pp.3-4）。 
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法である（江頭, 1965, pp.71-72.）。 
 近江日野は、室町時代に蒲生氏がこの地を治めてから、領主蒲生氏郷が 1584











店）を設け、そこを拠点に営業活動をするようになる（西川, 1959, p.93）。 
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村, 2014, pp.318-319; 日野町教育会編, 1930a, p.698）。また売薬は、携帯・運搬
に際して小さく手軽で嵩張らず、比較的高価な持下り商品として取り扱いやすか
ったからでもあった（日野町史編さん委員会編, 2010, p.197; 本村, 2016, p.51）。 
1843（天保 13）年の「萬病感應丸」の製造卸売価格は 1 服当たり 340 文で、
小売価格はこの 3 倍近くのおよそ 1,000 文（1 貫文）で販売されていた（本村, 
2004, p.67）。したがって、富山売薬の「反魂丹」をはじめその他のほとんどの売





























う〉）なる合薬が創製された（蒲生郡役所編, 1922, p.524; 杣庄, 1975, p.60; 進藤, 











編さん委員会編, 2012, p.46）。 
 西川（1959）と脇田（1959）によれば、玄三の活動は、①信濃や越後での行商
時代（貞享元年～元禄６年）、②京都での医業修業の時代（元禄 6 年～宝永 2 年）、
③製薬業中心・行商廃止の時代（宝永 2 年以降）に 3 区分できる（西川, 1959, 




（西川, 1959, p.95; 脇田, 1959, p.1140）。 
  玄三は、1693（元禄 6）年 35 歳の時、突如、当時医師として有名な京都の名古
屋丹水の門下生となり、1705（宝永 2）年まで、②医業の修行を行った（本村, 2003, 
pp.34-35）。玄三は、1701（元禄 14）年 43 歳の時、京都から日野に戻り、愛知川
町で売薬の製造を開始し（本村, 2003, p.45; 日野町立日野商人館編, 2016, p.45）、
1714（正徳 4）年 1 月に「神農感應丸」を創薬したのはすでに述べた通りである。
本村（2003）によれば、玄三が医師ではなく製薬業を開業することになったのは、
行商時代に各地で医療機会に恵まれない人々を数多く見てきたからであるという
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編さん委員会編, 2012, p.46）。 
 西川（1959）と脇田（1959）によれば、玄三の活動は、①信濃や越後での行商
時代（貞享元年～元禄６年）、②京都での医業修業の時代（元禄 6 年～宝永 2 年）、
③製薬業中心・行商廃止の時代（宝永 2 年以降）に 3 区分できる（西川, 1959, 




（西川, 1959, p.95; 脇田, 1959, p.1140）。 
  玄三は、1693（元禄 6）年 35 歳の時、突如、当時医師として有名な京都の名古
屋丹水の門下生となり、1705（宝永 2）年まで、②医業の修行を行った（本村, 2003, 
pp.34-35）。玄三は、1701（元禄 14）年 43 歳の時、京都から日野に戻り、愛知川
町で売薬の製造を開始し（本村, 2003, p.45; 日野町立日野商人館編, 2016, p.45）、
1714（正徳 4）年 1 月に「神農感應丸」を創薬したのはすでに述べた通りである。
本村（2003）によれば、玄三が医師ではなく製薬業を開業することになったのは、
行商時代に各地で医療機会に恵まれない人々を数多く見てきたからであるという




































委員会編, 2012, p.23, 25; 日野町立日野商人館編, 2016, p.56）。 
こうした大当番仲間という商人仲間がある一方で、合薬商人は別の仲間組織を
設けていた（上村, 2014, p.323）。すなわち、1743（寛保 3）年時点で日野町大窪
と村井だけでも 110 余軒の合薬商人が存在し（日野町史編さん委員会編, 2010, 
pp.196-197; 本村, 2011, p.467）、彼らは仲間法度を制定し、102 名が連署してい
たという（上村, 2014, p.323）。この「合薬屋仲間」が発足する以前、少なくとも
1741（天文 6）年より前には、すでに「薬商人仲間（合薬行商人仲間）」が組織さ








的に合薬が製造されていた（本村, 2004, p.63; 本村, 2014, p.330）。合薬の製法は
秘伝とされ（本村, 2008, p.230）、合薬製造は玄三と幹部の奉公人しか担当できず、
寒期（10〜2 月）に約 1 ヵ月間薬種を粉砕・調合し、さらに約 10 日間の製薬作業
を行った後、1〜２ヵ月の乾燥・油拭きを経て保管された（上村, 2014, p.330）。
こうした作業は、1914（大正 3 年）に売薬法が制定される明治末期まで続けられ、
合薬製造は毎年 1 月末から 2 月までの約 1〜2 週間で、当代主人とその息子、お










数現われてきた（菅野, 1941, p.96; 杣庄, 1975, pp.60-61）。 
 近江商人の中にあって、日野商人は、1680（延宝 8）年、株仲間でなく地縁・
民主的な仲間 800 名以上が参加する「日野大当番仲間」（おおとうばんなかま）






る（上村, 2014, p.322）。 
 日野大当番仲間には、1690（元禄 3）年、売掛金回収保証と街道筋定宿特約の
2 つを柱として制定された「一札乃事」なる取決書が残されている（日野町教育
会編,1930,p.360; 小牧・村松, 1936, pp.807-809; 松本編, 2010, p.2; 日野町史編
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3 つに分類し，系譜論をさらに血統論と性格論の 2 つに分類している（江頭, 1965b, pp.3-
12; 水原, 1993, p.141）。 
（3） 有馬（2010）によれば、「三方よし」という言葉は小倉榮一郎の造語である。その原典は、
近江商人の 3 代・中村冶兵衛宗岸の 1754（宝暦 4）年の「書置（家訓）」（7 条目）にある
（小倉, 1988, p.54; 有馬, 2010, p.146）。 
（4） 「売薬」は、明治 10（1877）年に公布された「売薬規則」第 1 章第 1 条によれば、数種
類の薬種（漢方薬・生薬など）を家で調合し、丸薬・膏薬・練薬・水薬・散薬・煎薬などの
形状にして販売する合薬のことである（加藤, 1877; 甲賀市編さん委員会編, 2015, p.105）。
このように数種類の薬種（漢方薬・生薬など）を調合した薬を「合薬」（あわせぐすり・あ
いぐすり・ごうやく）と呼んだり、この合薬を製造・販売すること自体を売薬と呼んだりす
る（日野町史編さん委員会編, 2010, p.197）。 
（5） 初代正野玄三の略歴は以下の通りである。玄三は、1659（万治 2）年、蒲生郡日野町村井
の農業源左衛門の三男として生まれ、1678（延宝 4）年 18 歳の時、越後方面の行商に就き、
1684（貞享元）年には独立し信濃・越後方面の行商に従事した。1693（元禄 6）年 35 歳
1705（宝永 2）年まで京都にて医業を修業した。1701（元禄 14）年、玄三 43 歳の時、愛
知川町で合薬の製造を開始した。1714（正徳 4）年 1 月に「神農感應丸」を創薬し、以後
 12
pp.708-709; 日野町史編さん委員会編, 2010, p.197）。ちなみに、この合薬仲間に
は日野合薬の創薬・創業者でもある玄三は含まれておらず、いかに玄三が別格の
扱いを受けていたか分かろう（日野町立日野商人館編, 2016, p.62）。 
 法式が定められたにもかかわらず、在方の合薬商人の中には、偽薬を作ったり、
日野の合薬仲間を装って商いをしたり、合薬仲間に参加しない者も増えてきたた
め、1747（延享 4）年、合薬仲間は大当番仲間に合流することにした（上村, 2014, 






いた（日野町教育委員会編, 1930, p.360; 小牧・村松, 1965, p.57; 江頭, 1965a, 
pp.55-56; 日野町史編さん委員会編, 2012, p.23;上村, 2014, p.322）。 
 この大当番仲間の活動は、その後明治時代初期までおよそ 200 年余り続けられ
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売薬の製造販売業に本格的に取り組んだ。1705（宝永 2 年）47 歳の時に上位から 3 番目の




編, 2014, p.21）。数多くの文献を精査すると、本文に記述したように 1701（元禄 14）年に
製造されたのは「五色袖珍方」であるのに「萬病感應丸」とする記載が非常に多い。また
1714（正徳 4）年に創製された「神農感應丸」を「神應丸」（江頭, 1965, p.29）とする記載
や、同年に「萬病感應丸」と「万應丸」の 2 つの売薬を製造したという記載もある（蒲生郡
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